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事業費
25,364,000

給与費
17,790,000

福利厚生費
3,250,000

旅費
1,039,000

事務費
4,407,000

会議費
1,540,000

渉外費
484,000

公課分担金
3,030,000 繰入金

7,505,000

雑費
330,000 収支剰余金

6,922,000

▲当日は委任出席を含めた66名の役員・議員が
　出席した。

　

宇
和
島
商
工
会
議
所
の
通
常
議
員
総
会
を
６
月
29
日
㈪

に
宇
和
島
商
工
会
館
３
階
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。
３
議
案

を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
可
決
し
た
。
ま
た
、

業
務
報
告
で
は
、
５
・
６
月
の
常
議
員
会
審
議
案
件
等
を

報
告
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
終
了
後
、
衆
議
院
議
員　

長
谷
川
淳
二
氏

に
よ
る
講
演
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
。「
宇
和
島
の

未
来
へ
挑
戦
」
と
い
う
演
題
で
、
地
域
経
済
再
生
の
た
め

の
政
策
展
開
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
魚
類
養
殖
・
真
珠
養
殖

と
い
っ
た
養
殖
業
の
成
長
産
業
化
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
へ
の
備
え
と
し
て
の
防
災
・
減
災
対
策
等
に
つ
い
て
ご

講
演
い
た
だ
い
た
。

　

な
お
、
総
会
に
て
承
認
可
決
し
た
議
案
は
左
記
の
と
お

り
。

１
．
令
和
７
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

２
．
令
和
７
年
度
各
会
計
収
支
決
算
書
に
つ
い
て

３
．
令
和
７
年
度
各
会
計
剰
余
金
処
分
に
つ
い
て

総務課
原田　銀治

　

７
月
１
日
よ
り
宇
和
島
商
工
会
議
所
で
勤

務
し
て
お
り
ま
す
、
原
田
銀
治
と
申
し
ま
す
。

高
校
卒
業
後
、
松
山
大
学
で
経
済
学
に
つ
い
て

４
年
間
学
ん
だ
後
、
入
所
し
ま
し
た
。
大
学

生
活
で
は
、
学
問
で
あ
れ
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
あ

れ
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、
重
要
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し

ま
し
た
。
商
工
会
議
所
は
、
業
務
を
通
し
て

地
域
の
皆
様
と
触
れ
合
う
機
会
が
あ
る
の
で
、

生
ま
れ
育
っ
た
宇
和
島
に
恩
を
返
す
こ
と
が
で

き
る
場
所
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

１
日
で
も
早
く
、
業
務
や
地
域
の
皆
様
の

こ
と
を
覚
え
る
こ
と
で
、
宇
和
島
市
の
発
展
に

繋
げ
て
い
き
た
い
で
す
。
経
験
が
浅
く
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
精
一

杯
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
指
導

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令和７年度　事業報告・
各会計収支決算を

承認
６月通常議員総会より

承
認
・
可
決
し
た
議
案

一般会計 相談所会計

収入の部 収入の部

支出の部 支出の部

会費
23,522,000

負担金
618,000

事業収入
23,589,000

交付金
10,356,000

積立金取崩
収入

5,300,000

雑収入
1,776,000

繰越金
6,500,000

補助金収入
41,124,000

繰入金
6,885,000

雑収入
19,000

諸給与
40,085,000

旅費
525,000

事務費
1,233,000

福利環境整備費
1,810,000

特別研究指導費
566,000

指導事業費
3,457,000

雑費
352,000

法人経営をバックアップする　　商工会議所会員様向け

業務災害総合保険
長期休業補償
ビジネス総合保険制度

お問い合わせは
東京海上日動パートナーズ㈱

愛媛支店　宇和島支社
宇和島市錦町３－20  アイティーシー宇和島ビル３階

℡：0895－28－6177

新入職員ご紹介新入職員ご紹介

令和７年度　一般会計・相談所会計　収支決算概要



3 商 工 会 議 所 は 挑 戦 す る 企 業 を 応 援 し ま す

宇和島金融協会
伊 予 銀 行
宇和島信用金庫
愛 媛 銀 行
香 川 銀 行

高 知 銀 行
四 国 銀 行
Ｊ Ａ え ひ め 南EHIME

SOUTH

（五十音順）

　

令
和
８
年
６
月
16
日
㈫
〜
18
日
㈭

の
３
日
間
、
当
所
議
員
団
14
名
で
、

姉
妹
都
市
で
あ
る
北
海
道
当
別
町
へ

の
視
察
を
実
施
し
た
。

　

１
日
目
は
北
海
道
ボ
ー
ル
パ
ー
ク

Ｆ　

Ｖ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｇ
Ｅ
を
見
学
。
北
海

道
北
広
島
市
で
は
、
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー

ル
ド
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
を
中
心
と

し
た
「
北
海
道
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
Ｆ　

Ｖ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｇ
Ｅ
」
を
起
点
に
、
ス

ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
が

行
わ
れ
て
い
る
。
Ｆ　

Ｖ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ

Ｇ
Ｅ
で
は
野
球
場
だ
け
で
な
く
、
観

光
、
商
業
、
教
育
な
ど
、
様
々
な
機

能
を
持
っ
た
交
流
拠
点
と
な
っ
て
お

り
、
野
球
観
戦
以
外
の
目
的
で
訪
れ

て
も
楽
し
む
こ
と
が
可
能
。
地
域
の

象
徴
と
な
る
施
設
を
核
と
し
た
ま
ち

の
仕
組
み
づ
く
り
の
重
要
性
を
学
ぶ

こ
と
が
出
来
た
。

　

２
日
目
は
後
藤
正
洋
当
別
町
長
へ

表
敬
訪
問
を
行
っ
た
。
当
別
町
で
は
、

人
口
減
少
が
進
む
中
、
定
住
人
口
の

確
保
に
加
え
、
観
光
客
な
ど
定
住
者

以
外
で
当
別
町
を
訪
れ
る
人
（
交
流

人
口
）、
当
別
町
に
住
ん
で
い
な
い
が

「
当
別
町
の
フ
ァ
ン
」
と
し
て
継
続
的

に
関
わ
る
人
（
関
係
人
口
）
の
拡
大

を
重
要
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
当
所
議
員
団

よ
り
、
冬
季
の
道
の
駅
集
客
状
況
や

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
動
向
、
金
融
機

関
と
の
連
携
な
ど
に
つ
い
て
質
問
を

行
っ
た
。
当
別
町
か
ら
は
、
ロ
イ
ズ

工
場
見
学
施
設
の
整
備
を
契
機
に
来

訪
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
金
融

機
関
と
は
融
資
相
談
や
利
子
補
給
を

通
じ
て
中
小
企
業
支
援
を
行
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
説
明
い
た
だ
い
た
。
ま

た
、
当
別
町
で
は
姉
妹
都
市
経
済
交

流
事
業
を
立
ち
上
げ
、
伊
達
家
の
歴

史
を
共
有
す
る
自
治
体
と
の
特
産
品

販
売
や
フ
ェ
ア
開
催
を
進
め
て
い
る
。

宇
和
島
市
に
お
い
て
も
伊
達
博
物
館

な
ど
地
域
資
源
を
活
か
し
、
姉
妹
都

市
交
流
を
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

感
じ
た
。

▲北海道ボールパークF　VILLAGE

▲当別町職員らと記念撮影

▲後藤正洋当別町長との意見交換会の様子

▲ロイズ工場見学模様

宇和島商工会議所議員団14名、

姉妹都市・北海道当別町への視察を実施
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愛媛県火災共済協同組合

『災害』により休業を余儀なくされた時の備えは十分ですか？

お問合せ・お申込は、宇和島商工会議所へ

地震 津波 火災
水災

風災

「休業対応応援共済」
が事業再開を応援します。

県共済

〒790-0001 松山市一番町四丁目１番２
電話（089）945-1313　FAX（089）932-7602

う
わ
じ
ま
牛
鬼
ま
つ
り

　
　
　
第
60
回
記
念
事
業
を

　
　
　
　
　
　
　
実
施
し
ま
し
た

　

う
わ
じ
ま
牛
鬼
ま
つ
り
の
開
催
60
回
目
を

記
念
し
て
、
海
上
打
上
花
火
の
有
料
観
覧
席

の
販
売
、
仙
台
す
ず
め
踊
り
の
演
舞
、
60
回

記
念
を
彩
る
南
予
文
化
会
館
の
階
段
装
飾
、

「
60
年
の
記
憶
」
写
真
展
を
実
施
し
た
。

　

海
上
打
上
花
火
の
有
料
観
覧
席
は
例
年

の
坂
下
津
会
場
に
加
え
て
、
記
念
事
業
と
し

て
宇
和
島
城
と
県
立
宇
和
島
水
産
高
校
で

実
施
。
通
常
は
夜
間
に
立
ち
入
る
こ
と
の
で

き
な
い
場
所
か
ら
花
火
を
観
覧
で
き
る
特

別
感
を
提
供
し
、
観
覧
客
だ
け
で
な
く
撮
影

を
目
的
と
し
た
写
真
愛
好
家
の
姿
も
見
受

け
ら
れ
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
宮
城
県
か
ら
お
越
し
い

た
だ
い
た
仙
台
す
ず
め
踊
り
は
、
ま
つ
り
期

間
中
３
回
演
舞
い
た
だ
い
た
。
色
鮮
や
か
な

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
宇
和
島
支
店
の
紹

介
に
よ
り
、
同
公
庫
京
都
支
店
に
て
６
月
９

日
㈫
〜
６
月
30
日
㈫
、
宇
和
島
産
品
展
示
会

を
開
催
し
た
。
宇
和
島
産
品
の
販
路
拡
大
と

企
業
認
知
を
目
的
と
し
、
16
事
業
所
約
50
品

を
展
示
。
宇
和
島
の
産
品
を
京
都
の
方
々
へ

知
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
本
展
示
会
に
関
連
し
て
京
都
商
工

会
議
所
を
訪
問
し
、
観
光
資
源
や
地
域
の
魅

力
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
も
実
施
し
た
。

衣
装
と
扇
、
お
祭
り
ら
し
さ
を
感
じ
る
お
囃

子
、
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
と
び
き
り

の
明
る
い
笑
顔
と
迫
力
の
あ
る
声
で
会
場
を

訪
れ
た
観
客
を
魅
了
し
た
。

　

昔
の
牛
鬼
ま
つ
り
の
写
真
を
募
集
し
、
応

募
の
あ
っ
た
作
品
を
展
示
し
た
「
60
年
の
記

憶
」
写
真
展
も
７
月
１
日
㈬
〜
７
月
31
日
㈮

の
１
か
月
間
開
催
。
期
間
中
2,000
人
を
超
え

る
方
が
来
場
し
た
。
応
募
い
た
だ
い
た
写
真

は
、
牛
鬼
パ
レ
ー
ド
を
始
め
、
第
１
回
ガ
イ

ヤ
カ
ー
ニ
バ
ル
の
様
子
や
ブ
ー
ヤ
レ
を
吹
く

子
供
の
姿
な
ど
、
当
時
の
人
々
の
熱
気
が
伝

わ
っ
て
く
る
素
敵
な
写
真
揃
い
だ
っ
た
。

　

な
お
、
現
地
で
行
っ
た
写
真
展
の
来
場
者

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
宇
和
島
市
内
だ
け

で
な
く
県
内
外
、
海
外
か
ら
も
足
を
運
ん
で

い
た
だ
い
て
お
り
、
80
％
の
方
か
ら
「
と
て

も
よ
か
っ
た
・
よ
か
っ
た
」
と
回
答
し
て
い

た
だ
い
た
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
京
都
支
店
内

　
　
　
　
宇
和
島
産
品
展
示
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た

▲京都商工会議所との情報交
換の様子。展示会の趣旨につ
いての説明も行った。　　　

▲購入希望者は出展者一覧の
QRコードを読み取り、各事業所
オンラインショップから購入する。
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第
１
回
小
規
模
企
業
振
興
委
員

連
絡
会
議
を
実
施

業
務
が
激
変
！

AI
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

令
和
８
年
度
税
制
改
正

　
ポ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　
　

～
理
財・税
務
合
同
委
員
会
～

愛
媛
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
年
次
有
給
休
暇
の

　
　
　
　
取
得
促
進
に
つ
い
て

　

６
月
５
日
㈮
令
和
８
年
度
第
１
回
小
規
模

企
業
振
興
委
員
連
絡
会
議
を
開
催
し
た
。
こ

の
会
議
は
各
団
体
、
商
工
会
議
所
の
正
副
会

頭
と
日
本
政
策
金
融
公
庫
、
愛
媛
県
職
員
、

宇
和
島
市
職
員
を
交
え
て
宇
和
島
圏
域
に
お

け
る
各
業
界
の
業
況
や
課
題
、
官
公
庁
へ
の

要
望
を
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

会
の
冒
頭
で
は
社
会
保
険
労
務
士
・
行
政

書
士　

岡
部
経
営
労
務
管
理
事
務
所
の
代
表
・

岡
部
卓
郎
氏
に
よ
る
講
演
会
を
実
施
。
今
年

10
月
か
ら
変
わ
る
社
会
保
険
の
加
入
対
象
の

拡
大
に
つ
い
て
、
今
後
の
予
定
と
そ
れ
に
伴

う
事
務
処
理
や
、
想
定
さ
れ
る
費
用
負
担
や

問
題
等
に
つ
い
て
ご
講
話
い
た
だ
い
た
。

　

５
月
26
日
㈫
業
務
が
激
変
！
AI
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
当
所
会
員
事
業
所

か
ら
18
名
に
参
加
い
た
だ
い
た
。

　

講
師
に
シ
ン
ビ
ズ
代
表　

DX
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ー
チ
の
土つ
ち

谷た
に

伸
司
氏
を
迎
え
、「
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ

Ｇ
Ｐ
Ｔ
」
か
ら
の
乗
り
換
え
が
急
増
し
て
い

る
ア
ン
ソ
ロ
ピ
ッ
ク
社
の
「
Ｃ
ｌ
ａ
ｕ
ｄ
ｅ
」

の
基
本
的
な
操
作
や
、
業
務
効
率
化
に
役
立

て
る
方
法
等
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
講
話

い
た
だ
い
た
。
当
日
は
参
加
者
が
各
自
で
持

参
し
た
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
、
口
頭

説
明
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
、
よ
り
実
践
的

な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
た
。

　

５
月
19
日
㈫
当
所
3
階
ホ
ー
ル
に
て
、
理

財
・
税
務
合
同
委
員
会
を
開
催
。
各
委
員
会

委
員
と
当
所
役
員
・
議
員
、
会
員
事
業
所
か

ら
合
わ
せ
て
26
名
が
出
席
し
た
。

　

当
日
は
日
本
商
工
会
議
所　

産
業
政
策
第

一
部　

副
部
長　

鶴
岡
雄
司
氏
を
講
師
に
迎

え
、「
令
和
８
年
度
税
制
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
お

よ
び
食
料
品
に
係
る
消
費
税
減
税
を
め
ぐ
る

動
向
」
に
つ
い
て
、
補
足
資
料
を
交
え
な
が

ら
ご
講
話
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
商
工
会
議
所
に
お
け
る
税
制
要
望

活
動
の
状
況
、
中
小
企
業
の
声
を
反
映
さ
せ

る
仕
組
み
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ
っ
た
。

　

働
き
方
・
休
み
方
の
改
革
を
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
計
画
的
な
業
務
運

営
や
休
暇
の
分
散
化
に
も
資
す
る
年
次
有
給

休
暇
の
計
画
的
付
与
制
度
（
※
１
）
や
、
労

働
者
の
様
々
な
事
情
に
応
じ
た
柔
軟
な
働
き

方
・
休
み
方
に
資
す
る
時
間
単
位
の
年
次
有

給
休
暇
制
度（
※
２
）の
導
入
が
効
果
的
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
愛
媛
労
働
局
雇
用
環
境
・
均

等
室
ま
た
は
愛
媛
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
※
１
）
年
次
有
給
休
暇
の
付
与
日
数
の
う
ち
、

５
日
を
除
い
た
残
り
の
日
数
に
つ
い
て
、
労

使
協
定
を
締
結
す
れ
ば
、
計
画
的
に
取
得
日

を
割
り
振
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

（
※
２
）
年
次
有
給
休
暇
の
付
与
は
原
則
１
日

単
位
で
す
が
、
労
使
協
定
を
締
結
す
れ
ば
、

年
５
日
の
範
囲
内
で
、
時
間
単
位
の
取
得
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
：
０
８
９
―
９
３
５
―
５
２
２
２

愛
媛
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
：
０
１
２
０
―
０
０
５
―
２
６
２



6

小規模事業者持続化補助金（一般型 通常枠・創業型）

事 業 目 的 内　　　容 お問合せ先

小規模事業者※等が経営計画を
自ら策定し、商工会・商工会議所
の支援を受けながら取り組む販
路開拓等を支援
※従業員数が「商業・サービス業（宿泊
業、娯楽業を除く）」の場合５人以下、 製
造業またはそれ以外の業種の場合20人
以下である事業者

一般型 通常枠　補助上限50万円

創業型　補助上限200万円
 （特例を活用した場合は最大250万円）

補助率 2/3

宇和島商工会議所
0895-22-5555
（8：30～17：30）
持続化補助金事務局

一般型　03-6634-9307
創業型　03-6739-3890

9：00～12：00
13：00～17：00

締切：令和8年12月15日（一般型・創業型）
※余裕をもってご相談ください

販路開拓等に取り組むみなさまへ

ucci@uwajima-cci.or.jp



7 商 工 会 議 所 は 持 続 可 能 な 経 済 成 長 を 目 指 し ま す

　ＤＩ値で前年同期と比べた今期の状況を
業種別にみると、業況は全ての業種で改善
がみられ、特に卸売業はプラス圏に転じた。
一方で、それ以外の業種ではマイナス圏が
続いており、依然として厳しい状況にある。
　売上についても全ての業種で前年同期を
上回っており、卸売業および製造業ではプ
ラス圏に転じた。全体として、前年同期と比
べると改善の動きがみられるものの、原材料・
エネルギー価格、物流費、労務費等の高騰
によるコスト負担が、引き続き中小企業の収
益を圧迫している。

　ＤＩ値で今期と比べた来期の見通しを業
種別にみると、業況は全ての業種でマイナス
圏となっており、先行きは厳しい状況にある。
売上については、サービス業で改善が見込
まれる一方、小売業、卸売業、建設業では
悪化が見込まれている。今後は、物価高や
エネルギー価格の高止まりに加え、中東情勢
の不安定化に伴う原油価格・物流費への影
響も懸念される。 　ＤＩ値で前期比の推移を見ると、売上はマイ

ナス幅が縮小した一方、業況はわずかにマイナ
ス幅が拡大しており、改善の動きはみられるも
のの、依然として厳しい状況が続いている。背
景には、物価高の継続やエネルギー・物流コス
トの上昇、価格転嫁の難しさに加え、人手不足
による稼働制限、資材価格や調達面への不安な
ど、複合的な要因がある。特に建設業では、中
東情勢の影響による資材供給の不安定化や納期
遅延を懸念する声もみられた。
　今後は、省力化・効率化投資の推進や賃上げ
による人材確保、原価管理の徹底、資材調達の
安定化など、各企業が個別課題に応じた取り組
みを強化していくことが求められる。

※数値はＤＩ値（単位：ポイント）

※数値はＤＩ値（単位：ポイント）

※数値はＤＩ値（単位：ポイント）

小売 卸売 製造 建設 サービス

業況
（前年同期） ▲20

（▲33）
9

（0）
▲9

（▲36）
▲25

（▲50）
▲17

（▲23）

売上
（前年同期） ▲10

（▲17）
18

（0）
１８

（▲36）
▲13

（▲75）
▲5

（▲9）

雇用
(前年同期) ▲10

（0）
18

（▲10）
▲18

（▲18）
25

（▲14）
0

（▲14）

小売 卸売 製造 建設 サービス

業況
▲２0 ▲２７ ▲２７ ▲38 ▲17

売上
▲10 ▲18 0 ▲38 11

雇用
▲10 18 ▲9 ▲12 ▲11

ＤＩ値とは
・�好転・増加と答えた企業割合から、それぞれ悪化・減少と答

えた企業割合を引いて算出。
　ＤＩ値＝（好転・増加）－（悪化・減少）
・�０（ゼロ）を基準として、プラス値で上向き傾向、マイナス

値で下向き傾向を示す。よって、売上高などの実数値の変化
率を示すものではなく、強気・弱気などの景気観の相対的な
広がりを意味する。

※数値はＤＩ値（単位：ポイント）

業
種 業況 売上 雇用

全
　
業
　
種

今期の実績
［Ｒ８. ４～６月］

（前年同期比の数字）
▲12

（▲26）
2

（▲22）
2

（▲11）

来期の見通し
［Ｒ８. ７～９月］ ▲24 ▲7 ▲2

凡　例
特に好転 好転 まあまあ 悪化 特に悪化

ＤＩ値水準 ＞＝25 24～10 9～▲9 ▲10～▲24 ＜＝▲25

管内景況報告管内景況報告

(令和８年６月市内６７企業のアンケート主体)

令和８年４－６月期

売上に改善の動きも、
採算・先行きに厳しさ残る

⑴ 前年同期（令和７年４～６月）と比べた今期（令和８年４～６月）の状況

⑵ 今期（令和８年４～６月）と比べた来期（令和８年７～９月）の見通し

⑶ 経営上の問題（返答企業は上位３つまで回答可）

 １ 概　　況

 ２ 業態別動向

（１）需給の動向
　日銀の松山支店が公表している愛媛県金融経済概況（令和８
年６月公表）によると、愛媛県の景気は、中東情勢の影響もあっ
て一部に弱めの動きがみられるものの、基調としては持ち直し
ている。すなわち、個人消費は、物価上昇の影響を受けつつも、
底堅く推移している。住宅投資は、弱い動きとなっている。設
備投資は、増加している。公共投資は、高水準で推移している。
こうした中、生産は、横ばい圏内の動きとなっている。雇用・
所得環境をみると、緩やかに持ち直している。
　本調査による宇和島市の業況をみると、全業種の対前年同期
比（令和７年４～６月）で、「売上」が増加したが30.5％、減少
が28.8％、「採算」が好転したが12.1％、悪化が31.0％としており、
売上については前年同期と比べてやや改善がみられるものの、
採算面では依然として厳しい状況が続いている。これは、販売
価格への転嫁や売上確保に向けた動きが一定程度みられる一方

で、原材料・エネルギー価格、物流費、人件費等の上昇分を十
分に吸収しきれておらず、コスト負担の増加が収益を圧迫して
いることがうかがえる。
　ＤＩ値で全業種の今期の実績を前年同期（令和７年４～６月）
と比較すると、業況はマイナス幅を縮小し、売上はプラス域に
転じるなど、全体として改善がみられた。一方で、来期の見通
しは業況・売上どちらもマイナスとなっており、先行きについ
ては厳しい状況が見込まれる。
　設備投資について実施した事業所は、小売業30.0%、卸売業
27.3%、製造業27.3%、建設業25.0%、サービス業26.3%となった。
来期計画している事業所は、小売業10.0%、卸売業45.5％、製造
業9.1%、建設業37.5%、サービス業31.6％としている。

（２）雇用情勢
　宇和島公共職業安定所における令和８年４月の新規求職者数
は、394人で前年同月の404人より10人（2.5％）減となった。新規
求人数は522人であり、前年同月636人より114人（17.9%）減となっ
ている。令和８年４月末現在の有効求職者数は1,225人（内55才
以上の高齢者800人）、有効求人数は1,514人であり、有効求人倍
率は1.24倍で、前年同月1.40倍より0.16ポイントの減となっている。

売 上 採 算

不変
40.7%

減少
28.8%

好転
12.1%

不変
56.9%

悪化
31.0%

増加
30.5%

 ３ 売上と業況の前期比推移

26
年
Ⅱ
期

26
年
Ⅰ
期

25
年
Ⅳ
期

25
年
Ⅲ
期

25
年
Ⅱ
期

25
年
Ⅰ
期

24
年
Ⅳ
期

24
年
Ⅲ
期

24
年
Ⅱ
期

24
年
Ⅰ
期

23
年
Ⅳ
期

23
年
Ⅲ
期

23
年
Ⅱ
期

23
年
Ⅰ
期

22
年
Ⅳ
期

22
年
Ⅲ
期

22
年
Ⅱ
期

22
年
Ⅰ
期

21
年
Ⅳ
期

21
年
Ⅲ
期

21
年
Ⅱ
期

21
年
Ⅰ
期

20
年
Ⅳ
期

20
年
Ⅲ
期

20
年
Ⅱ
期

20
年
Ⅰ
期

15.0
5.0
-5.0
-15.0
-25.0
-35.0
-45.0
-55.0
-65.0

ＤＩ値（前期比）の推移 売上
業況

14
12
10
8
6
4
2
0

小売業

卸売業

製造業

建設業

サービス業
売
上
不
振
・
収
益
低
下

仕
入
難
（
材
料
）

過
当
競
争

人
件
費
負
担

経
費
負
担

人
材
不
足

設
備
不
足

需
要
の
停
滞

資
金
繰
り
難

そ
の
他
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近
年
、
脳
を
鍛
え
る
元
祖
「
脳
ト
レ
」
の

そ
ろ
ば
ん
が
再
び
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　

電
卓
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
計
算
機
器
が
普

及
す
る
中
、
な
ぜ
今
そ
ろ
ば
ん
な
の
で
し
ょ

う
か
？
そ
れ
は
、
そ
ろ
ば
ん
が
単
な
る
計
算

の
道
具
で
は
な
く
、
集
中
力
・
記
憶
力
・
忍

耐
力
を
育
て
る
か
ら
で
す
。

　

各
そ
ろ
ば
ん
教
室
で
は
、
無
料
の
体
験
学

習
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
一
度
体
験

し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

宇
和
島
地
区
珠
算
連
盟

　

 

脳
の
活
性
化
に
は

　

 

ソ
ロ
バ
ン
が
一
番
！

そろばんのメリット

①数字に強くなり、計算力が身に付きます。

②集中力と忍耐力が身に付きます。

③注意深く数字を読み取る
　トレーニングが洞察力の原点に！

④暗算力が養われ、
　記憶力の向上に繋がります。

全
国
あ
ん
ざ
ん
コ
ン
ク
ー
ル

宇
和
島
大
会
を
開
催

　

６
月
21
日
㈰
、『
２
０
２
６
年
全
国
あ
ん

ざ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
』（
日
本
珠
算
連
盟
・
宇

和
島
地
区
珠
算
連
盟
共
催
）
宇
和
島
大
会
を

開
催
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全
国
各
地
で
地
方
大

会
を
行
い
、
部
門
別
の
上
位
入
賞
者
が
全
国

審
査
さ
れ
、
日
本
一
を
決
定
す
る
。

　

宇
和
島
地
区
で
は
60
名
が
参
加
し
、
日
本

一
を
目
指
し
た
。
当
地
区
大
会
の
レ
ベ
ル
は

高
く
、
毎
年
部
門
別
ベ
ス
ト
100
位
の
入
賞
者

を
輩
出
し
て
い
る
。

　

当
地
区
大
会
を
勝
ち
抜
き
、
金
賞
を
受
賞

し
た
生
徒
は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
）

【
宇
和
島
大
会
　
金
賞
受
賞
者
】

●
小
学
校
１
年
生
以
下
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
田　

奈
央

●
小
学
校
３
年
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
﨑　

千
寛

●
小
学
校
４
年
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

凛
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柿
山　
　

心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
内　

花
菜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
伊　

遥
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
和
都
弥

●
小
学
校
５
年
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山　

智
尋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
内
ほ
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
口
航
太
朗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
本　

理
晏

●
小
学
校
６
年
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

來
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
田　

悠
真

●
中
学
校
１
年
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
丸　

晃
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
川　

陽
都

●
中
学
校
２
年
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
口
龍
太
朗

●
中
学
校
３
年
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
居　

希
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
本　

爽
夏

●
高
校
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笠
岡　

美
杏

●
一
般
の
部
Ⅰ
（
50
歳
未
満
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平　
　

直
也

放
送
大
学

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

● 

放
送
大
学
は
、
10
月
入
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

● 

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、
約

８
万
６
千
人
以
上
の
学
生
が
、
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

● 

授
業
に
は
３
つ
の
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
、
BS

放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
視
聴
す
る
、

ま
た
講
師
か
ら
直
接
受
け
る
授
業
が
あ
り

ま
す
。

● 

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
300
以
上
の
幅
広

い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

● 

卒
業
す
れ
ば
学
士
の
学
位
を
取
得
で
き

ま
す
。

● 

１
単
位
の
授
業
料
は
６
千
円
（
入
学
金
は

別
）。
半
年
ご
と
に
学
ぶ
科
目
分
だ
け
の

授
業
料
を
払
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

● 

全
国
に
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
た
る
学
習
セ
ン

タ
ー
や
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
面
接
授
業
（
ス
ク
ー
リ
ン
グ
）

の
開
講
や
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生
交

流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

●
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　

 

お
気
軽
に
放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
９
―
９
２
３
―
８
５
４
４
）
ま
で

ご
請
求
下
さ
い
。

● 

出
願
期
間
は
、
第
１
回
は
８
月
31
日
ま
で
、

第
２
回
は
９
月
９
日
ま
で
。
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▲参加者全員で記念撮影

▲6/22 新入会員歓迎会を開催しました

202
6ＹＥＧ

だ
より

宇和島ＹＥＧメンバー募集中！宇和島ＹＥＧメンバー募集中！ （現在42名）
・会員事業所経営者・後継者・従業員
・年会費　30,000円

・年齢　満49歳以下
・他に必要なのはヤル気と根性（?）だけ！

　

う
わ
じ
ま
牛
鬼
ま
つ
り
「
オ
ー
ル
カ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
〜
来
さ
い

や
、
見
さ
い
や
、
食
べ
て
み
祭
〜
」
が
７
月
22
日
㈬
か
ら
24
日
㈮

に
か
け
て
開
催
し
た
。

　

初
日
の
22
日
㈬
は
「
道
の
駅
み
な
と
オ
ア
シ
ス
う
わ
じ
ま 

き
さ

い
や
広
場
」、
23
日
㈭
と
24
日
㈮
は
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
を
会
場
に
、

食
の
魅
力
を
発
信
し
な
が
ら
、
記
念
す
べ
き
第
60
回
の
ま
つ
り
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

宇
和
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
中
心
に
会
場
運
営
を
行
い
、
市
内
外
か
ら
25

店
舗
が
出
店
。
連
日
、
多
く
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

22
日
㈬
に
は
、
お
菓
子
ま
き
や
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
も
行
わ
れ
、
会

場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
笑
顔
と
歓
声
が
あ
ふ
れ
る
、
に
ぎ
や
か
な

ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
を
は
じ
め
、
開
催
に
あ
た
り
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
企
業
・
関
係
者
の
皆
様
に
、
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

う
わ
じ
ま
牛
鬼
ま
つ
り

　
オ
ー
ル
カ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

Facebookのフォロー＆いいね！も
お願いします。

詳しくは担当事務局　平野までご連絡ください

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

●女性会だより● ＊＊

商工会議所会員事業所の女性または趣旨に賛同していただける宇和島市内の女性であれば入会可能です。
入会金なし・年会費5,000円。詳しくは事務局（TEL:22-5555）まで。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

宇和島商工会議所女性会 新規会員募集中！　～女性の力で宇和島を元気に～

愛
媛
県
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会
定
時
総
会
開
催

　

６
月
18
日
㈭
県
商
工
会
議
所
女

性
会
連
合
会
総
会
が
四
国
中
央
市

に
て
開
催
さ
れ
、
宇
和
島
か
ら
は

里
井
新
会
長
他
会
員
５
名
が
参
加

し
た
。

　

総
会
で
は
、
令
和
７
年
度
事
業
・

収
支
報
告
な
ど
全
議
案
が
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。
総
会
後
に
は
研

修
会
が
行
わ
れ
、
い
も
ぼ
う
平
野

家
本
店
第
15
代
目
店
主 

北
村
憲

司 

氏
を
講
師
と
し
て
迎
え
「
京
料

理
・
北
村
グ
ル
ー
プ
の
コ
ロ
ナ
禍

で
の
取
り
組
み
と
事
業
承
継
」
を

テ
ー
マ
に
お
話
し
頂
い
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
市
役
所
職
員
で

構
成
さ
れ
る
「
し
こ
ち
ゅ
〜
書
道

部
」
の
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

オ
ペ
ラ
歌
手 

井
上
ゆ
か
り
氏
と

ピ
ア
ノ
伴
奏 

佐
藤
由
美
子
氏
に

よ
る
合
唱
が
披
露
さ
れ
た
。

新
役
員
選
任

会
　
長
　
里
井
さ
ゆ
り

副
会
長
　
清
家
　
葉
子

　
〃
　
　
小
松
　
理
恵

理
　
事
　
浅
田
　
美
幸

　
〃
　
　
宇
都
宮
智
恵

　
〃
　
　
井
上
　
幸
子

　
〃
　
　
亀
井
　
万
織

　
〃
　
　
酒
井
美
有
紀

　
〃
　
　
鈴
木
　
　
礼

　
〃
　
　
武
田
　
真
里

　
〃
　
　
古
谷
千
代
子

監
　
事
　
石
丸
さ
や
か

　
〃
　
　
中
村
　
保
子

　

５
月
８
日
㈮
宇
和
島
商
工

会
議
所
に
て
開
催
の
会
員
総

会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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ま
つ
り
初
日
に
実
施
し
た

海
上
打
上
花
火
。
５
つ
の
姉
妹

都
市
か
ら
の
花
火
の
打
ち
上

げ
や
音
楽
に
合
わ
せ
て
打
ち

上
げ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
花
火
、

事
前
に
募
集
の
あ
っ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
た
後
に

打
ち
上
げ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
花

火
な
ど
、
30
分
間
で
約
7,000
発

の
花
火
を
打
ち
上
げ
、
ま
つ

り
の
始
ま
り
を
告
げ
た
。

　
記
念
事
業
の
一
つ
で
あ
る

有
料
観
覧
席
は
、
宇
和
島
水
産

高
校
と
宇
和
島
城
で
そ
れ
ぞ
れ

観
覧
席
を
設
置
し
、
多
く
の

方
に
来
場
い
た
だ
い
た
。

　
ま
つ
り
の
名
前
に
も
な
っ
て

い
る
牛
鬼
。
子
ど
も
牛
鬼
パ

レ
ー
ド
で
は
８
団
体
約
430
名
が

参
加
。
12
体
の
小
さ
な
牛
鬼
が

商
店
街
を
練
り
歩
い
た
。
親
牛

鬼
パ
レ
ー
ド
で
は
15
団
体
約
770

名
が
参
加
。
色
と
り
ど
り
の
親

牛
鬼
た
ち
が
市
内
中
心
部
を
豪

快
に
練
り
歩
い
た
。

　
毎
年
恒
例
、
食
の
イ
ベ
ン

ト
「
オ
ー
ル
カ
マ
ー
フ
ェ
ス

タ
」。
今
年
は
市
内
の
ア
マ

チ
ュ
ア
バ
ン
ド
２
組
に
よ
る

バ
ン
ド
演
奏
も
行
わ
れ
た
。

　
ま
つ
り
最
終
日
の
宇
和
島

お
ど
り
大
会
で
は
19
団
体
約

860
名
が
「
宇
和
島
音
頭
」
に

合
わ
せ
て
踊
り
を
披
露
。ゆ
っ

た
り
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、

ま
つ
り
３
日
間
を
締
め
く

く
っ
た
。

　
35
回
目
の
開
催
と
な
る
ガ

イ
ヤ
カ
ー
ニ
バ
ル
。
子
ど
も

の
部
は
15
団
体
、
一
般
の
部

は
28
団
体
の
合
計
約
1,770
名
が

参
加
。
今
年
は
ス
テ
ー
ジ
前
で

連
の
全
員
が
踊
る
試
み
を
実

施
。
衣
装
や
振
付
だ
け
で
な
く

隊
列
変
化
に
も
各
団
体
の
個

性
が
見
え
た
。
ゲ
ス
ト
シ
ョ
ー

で
は
プ
ロ
ダ
ン
サ
ー
の
Ｋ
Ｔ
Ｒ

氏
を
迎
え
、
地
元
出
身
で
あ
る

こ
と
も
あ
り
、
ト
ー
ク
あ
り
、

ダ
ン
ス
あ
り
、
会
場
に
い
る
全

員
で
楽
し
ん
だ
。

海上打上花火

　毎年恒例のうわじま牛鬼まつり。７月22日から24日までの３日間にわ
たり盛大に開催された。22日の「海上打上花火」でまつりの幕開けを告げ
た後、「ブラスバンド・トランペット鼓隊・県警音楽コンサート」、「ガイヤカー
ニバル」、「子ども牛鬼・親牛鬼パレード」、「宇和島おどり大会」、食のイベ
ント「オールカマーフェスタ」と催しが続いた。加えて今年は開催 60回
を記念して、海上打上花火の有料観覧席販売や仙台すずめ踊りの演舞、
「60年の記憶」写真展など、記念事業も実施した。
　皆様方の多大なるご支援、ご協力を賜りましたことを御礼申し上げます。

60回目も盛大に開催！

「
う
わ
じ
ま
牛
鬼
ま
つ
り
」

宇和島おどり大会・
オールカマーフェスタ

ガイヤカーニバル

子ども牛鬼・親牛鬼パレード
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新 入 会 員 ご 紹 介

貸付制度の利率状況（８/20現在）
日本政策金融公庫
〇普通貸付（担保不要：基準金利）

　⑴税務申告を２期終えている方  3.60～5.30％

　⑵税務申告を２期終えていない方  3.55～5.25％

〇普通貸付（担保提供：基準金利）  2.60～4.90％

〇経営改善融資（マルケイ）　  2.70%（補助あり）

民間金融機関による信用保証付融資
〈愛媛県制度〉
〇経営安定資金（一般）　　　　　　2.65%（保証料補助あり）
〇小口零細企業資金　　　　　1.10～2.10%（保証料補助あり）
〇新事業創出支援資金　　　　1.70～1.90%（保証料補助あり）
〇緊急経済対策特別支援資金　1.90 又は 2.05%（保証料補助あり）

〈宇和島市制度〉
〇中小企業振興資金　　　　2.95%（保証料補助あり）
〇中小企業設備近代化資金　2.95%（保証料補助あり）

地 域 の 未 来 を 支 え る 商 工 会 議 所

事業所名 所　在　地 営業内容 部　　会
荒木経営サポート事務所 新田町3-1-24 経営支援サポート 金 融・ 専 門
マリリン 栄町港1-5-8　亀井ビル2Ｆ マヤ暦アドバイザー 観光・サービス
ワンステップ 中央町1-6-3 フィットネスジム 観光・サービス
HIGH NUMBERS 大宮町3-2-3 美容業 観光・サービス

379×168

事業活動における賠償リスク、事業休業リスク、財物損壊リスクを総合的に補償します｡
全 国 商 工 会 議 所

全国商工会議所
ビジネス
総合保険制度

スッキリ!
・

補償の
重複がない!

・
ご契約手続きを
一本化!

従来の
保険契約

モレやダブリが
ないか不安
・

ご契約手続きが
保険ごとに必要

財産補償

施設賠償責任保険 動産総合
保険

機械保険

事
工

険
保

休業補償

PL保険

ビジネス総合保険制度
ここがおすすめ

各地商工会議所 東京海上日動火災保険株式会社[事業活動包括保険]　損害保険ジャパン株式会社[事業活動総合保険]
三井住友海上火災保険株式会社[企業総合賠償責任保険、建設業総合賠償責任保険]
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社[タフビズ賠償総合保険、タフビズ建設業総合保険]　大同火災海上保険株式会社[賠責総合保険]

お問い合わせ先 引受損害保険会社
商工会議所名簿日本商工会議所制 度 運 営

https://www.ishigakiservice.jp/商工会議所の
保 険 制 度 H P

●会員事業者を取り巻くリスクに対する補償のモレ・
ダブリを解消し、一本化して加入可能

●賠償責任（生産物、リコール、情報漏えい、サイ
バー、施設、事業活動遂行、管理下財物）リスクを
総合的に補償

●休業に関する補償により災害に遭った際の事業
継続のための資金を確保

●早期災害復旧支援により事業継続を後押し

●一部の商工会議所では、一部特約を取り扱っていない場合があります。取り扱いの有無はお近くの商工会議所にご確認ください。 ●本募集広告は概要を示したものです。補償の内容、対象業種等は引受保険会社によって異なります。ご加入にあたっては必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。 
●お見積り、ご加入手続き、保険内容のご不明点は、お近くの代理店または引受保険会社までご連絡ください。 ●商工会議所では、本制度のほかにも各種保険・共済制度を取り扱っております。詳しくは、お近くの商工会議所にお問い合わせください。 ●本募集広告は、商工会議所会員向け保険制度の
事務管理を行う有限会社石垣サービス（パートナーシップ構築宣言企業）が日本商工会議所の経営協力により作成したものです。 ●本募集広告は、2023年5月時点の引受保険会社の商品内容をもとに作成しております。

最大

約33%
割引

2023年5月

（令和８年３月３日～令和８年８月３日）※部会別、五十音順

事業所名 所　在　地 営業内容
船田オールサービス 津島町高田甲51-1 油圧ショベル等の修理

【特別会員】

他　３事業所
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ド
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

地
域
振
興
活
動
に

も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
本
業

の
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
で
培
っ
た

「
人
を
ワ
ク
ワ
ク
さ

せ
る
空
間
づ
く
り
」

の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
青
年

部
活
動
に
も
生
か

さ
れ
、
街
に
新
た
な

に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
す
力
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
ア
パ
レ
ル
事
業
や
飲
食
店

「
Ｂ
Ｕ
Ｂ
Ｂ
Ｌ
Ｙ　

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｓ
」
の
経
営

な
ど
、
活
動
は
多
岐
に
わ
た
る
。
幅
広
い
挑

戦
を
支
え
る
の
は
、
「
街
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る

場
所
が
欲
し
い
な
ら
、
ま
ず
は
自
ら
の
手
で

つ
く
り
出
す
」
と
い
う
開
拓
精
神
だ
。
肩
書

や
立
場
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
ら
も
周
囲
と
一

緒
に
楽
し
み
な
が
ら
、
面
白
い
こ
と
を
形
に

し
て
い
く
。
そ
の
自
然
体
の
姿
勢
が
人
を
引

き
寄
せ
、
新
た
な
つ
な
が
り
や
活
動
を
生
み

出
し
て
い
る
。

　

音
楽
と
食
を
掛
け
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
て
人
と
人
を
結
び
、
宇
和
島
と
全
国
を

つ
な
い
で
き
た
木
原
氏
。
こ
れ
か
ら
も
、
持

ち
前
の
開
拓
精
神
と
柔
軟
な
発
想
で
楽
し
い

こ
と
を
生
み
出
し
な
が
ら
、
宇
和
島
に
新
た

な
熱
気
と
に
ぎ
わ
い
を
も
た
ら
し
て
い
く
。

そ
の
挑
戦
は
、
今
日
も
こ
の
街
の
新
た
な
可

能
性
を
切
り
拓
い
て
い
る
。

【
営
業
時
間
】予
約
営
業
の
み（
イ
ベン
ト
は
随
時
開
催
）

（
取
材
：
Ｈ
・
Ｈ
）

を
し
、
納
得
の
行
く
ま

で
話
し
合
っ
た
」
と
い

う
。
田
中
蒲
鉾
の
じ
ゃ

こ
天
は
、
創
業
当
初
か

ら
原
材
料
の
鮮
度
と

配
合
、
揚
げ
油
に
こ
だ

わ
り
を
持
ち
、
現
在
も

「
手
押
し
じ
ゃ
こ
天
」

と
い
う
形
で
職
人
の

手
で
一
つ
一
つ
揚
げ
ら

れ
て
い
る
。
全
国
の
百
貨
店
で
取
り
扱
わ
れ

て
お
り
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
変
え
ず
に
販
売
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
見
て
「
懐
か
し
い
」

「
田
中
蒲
鉾
さ
ん
の
か
ま
ぼ
こ
は
美
味
し

い
」
と
い
う
お
客
様
の
声
を
聞
き
、
従
業
員

と
一
緒
に
作
っ
た
も
の
が
県
内
外
の
方
に
認

め
ら
れ
た
と
感
じ
た
時
に
喜
び
を
感
じ
る
と

い
う
。
「
今
は
催
事
が
あ
れ
ば
弟
に
行
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
が
、
現
地
で
お
客
様
か
ら
の

嬉
し
い
声
が
あ
れ
ば
す
ぐ
、
従
業
員
に
伝
え

る
よ
う
に
し
て
い
る
」
と
従
業
員
と
良
好
な

関
係
を
築
い
て
い
る
印
象
だ
っ
た
。

　

今
後
は
、
田
中
蒲
鉾
本
店
を
宇
和
島
市
の

イ
ン
フ
ラ
の
よ
う
な
存
在
に
し
て
い
き
た
い
と

忠
助
氏
は
語
る
。「
今
取
り
組
ん
で
い
る
事

を
大
き
く
変
え
る
こ
と
は
せ
ず
、
あ
た
り
ま

え
の
こ
と
は
あ
た
り
ま
え
に
や
っ
て
、
組
織
の

事
は
時
代
に
合
わ
せ
て
変
化
さ
せ
て
い
き
た

い
」
と
い
う
。
今
後
も
宇
和
島
の
歴
史
と
伝

統
、
職
人
の
技
術
が
詰
ま
っ
た
田
中
蒲
鉾
本

店
の
か
ま
ぼ
こ
・
じ
ゃ
こ
天
に
注
目
し
た
い
。

【
営
業
時
間
】
８
：
00
〜
19
：
00

【
定
休
日
】
無
休

（
取
材
：
Ｙ
・
Ｋ
）

宇
和

島
商

工
会

議
所

会
報

  №
245

令
和
８
年
８
月
20 日
発
行

発
行
所

印
刷
所

宇
和
島
商
工
会
議
所

佐
川
印
刷
㈱
宇
和
島
市
丸
之
内
1－
3－
24

宇
和
島
市
弁
天
町
1丁
目
1－
13
T
EL（
0895 ）22 －

5555
T
EL（
0895 ）20 －

1100
FA
X（
0895 ）24 －

6655
FA
X（
0895 ）52 －

0096
本
誌
購
読
料
は
会
費
に

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

定
価

200
円

Ｂ
０
０
Ｂ
Ｙ

代
表　

木
原　

雄
一

鶴
島
町
２
―
10

☎
49
︱
１
３
５
２

㈱
田
中
蒲
鉾
本
店

代
表
取
締
役　

山
下　

美
樹

中
央
町
１
―
６
―
15

☎
24
︱
０
２
１
５

　

宇
和
島
の
夜

に
、
音
楽
と
人
々

の
熱
気
が
交
差
す

る
場
所
が
あ
る
。

「
Ｂ
０
０
Ｂ
Ｙ
」

だ
。
ク
ラ
ブ
、
ラ

イ
ブ
ハ
ウ
ス
、

バ
ー
、
そ
れ
ぞ
れ

の
魅
力
を
併
せ

持
つ
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
多
く
の

人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
空
間
を
立
ち
上
げ
た
代
表
の
木
原

雄
一
氏
は
、
か
つ
て
美
容
師
と
し
て
働
く
傍

ら
、
音
楽
活
動
を
続
け
て
い
た
。
後
悔
の
な

い
生
き
方
を
模
索
す
る
中
、
２
０
０
９
年
に

「
Ｂ
０
０
Ｂ
Ｙ
」
を
開
業
。
自
ら
の
情
熱
を

注
ぎ
、
誰
も
が
心
か
ら
音
楽
を
楽
し
め
る

「
箱
」
を
つ
く
り
上
げ
た
。

　

「
Ｂ
０
０
Ｂ
Ｙ
」
は
、
県
内
外
で
活
躍
す

る
多
彩
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ラ
イ
ブ
を
、
地

元
宇
和
島
で
間
近
に
楽
し
め
る
貴
重
な
場
所

と
な
っ
て
い
る
。
ラ
イ
ブ
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
人
の
輪
が
自
然
に
広
が
り
、
そ
こ
で
生
ま

れ
た
縁
は
、
世
代
や
業
種
を
超
え
た
交
流
や

次
の
催
し
、
新
た
な
活
動
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

る
。
音
楽
を
楽
し
む

だ
け
で
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
が
集
う
交

流
の
場
と
し
て
も
親

し
ま
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
木
原
氏
は

宇
和
島
商
工
会
議
所

青
年
部
（
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

の
副
会
長
を
務
め
、

う
わ
じ
ま
牛
鬼
ま
つ

り
や
商
店
街
の
フ
ー

音
楽
と
人
を
つ
な
ぎ
、街
に
熱
気
を
生
み
出
す
！

お
い
し
さ
で
、す
べ
て
の
人
を
笑
顔
に
。技
と
想
い
を
届
け
る
老
舗
蒲
鉾
店
。

　

宇
和
島
じ
ゃ
こ
天
の

起
源
は
、
宇
和
島
藩
初

代
藩
主
の
伊
達
秀
宗
公

が
仙
台
か
ら
連
れ
て
き

た
蒲
鉾
職
人
達
が
、
宇

和
島
で
採
れ
る
新
鮮
な

小
魚
を
見
た
こ
と
が
起

源
と
な
っ
て
い
る
（
諸

説
あ
り
）
。

　

こ
こ
で
は
、
明
治
21

年
創
業
の
㈱
田
中
蒲
鉾
本
店
を
紹
介
す
る
。

仕
出
し
店
を
前
身
と
し
、
今
年
で
創
業
138
年

を
迎
え
る
宇
和
島
の
老
舗
蒲
鉾
店
で
あ
る
。

創
業
者
の
田
中
徳
三
郎
氏
を
は
じ
め
と
す
る

歴
代
社
長
の
想
い
を
５
代
目
社
長
の
山
下
美

樹
氏
が
受
け
継
ぎ
、
現
在
に
至
る
。
今
回
は

社
長
の
ご
子
息
で
代
表
取
締
役
専
務
の
田
中

忠
助
氏
に
話
を
伺
っ
た
。
旧
宇
和
島
市
役
所

が
、
現
南
予
文
化
会
館
に
あ
っ
た
時
か
ら
、

今
の
店
舗
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

忠
助
氏
は
、
令
和
元
年
６
月
に
関
東
か
ら

の
Ｕ
タ
ー
ン
で
宇
和
島
に
戻
り
、
現
在
に
至

る
。
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
当
時
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
を
受
け
、
会
社

と
し
て
も
苦
し
い
状
況
に
あ
っ
た
。
会
社
の

再
生
を
誓
い
、
今
後
、
蒲
鉾
店
と
し
て
生
存

し
て
い
く
た
め
、
忠

助
氏
の
想
い
を
社
長

や
弟
の
将
樹
氏
、
従

業
員
一
人
一
人
に
伝

え
、
取
扱
商
品
の
見

直
し
や
配
送
時
間
の

短
縮
化
な
ど
の
改
革

に
着
手
し
た
。
「
自

分
の
倍
近
い
年
齢
の

工
場
長
と
や
り
取
り

－ どがいなですか…会員さん －
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